
  

小学校家庭科指導資料（消費者教育） 

小学校５・６年生用 

千葉市消費生活センター 

「買い物の仕組み」と「消費者の役割」 

新学習指導要領対応 
①「１週間１万円生活！」のカードゲームで身近なお金の

使われ方に気付かせます！ 

②「売買契約」の基礎が学べます！ 

③「対話的な学び」で授業を構成しています！ 

④授業の最後に学んだことの「活用」を位置付けました！ 
 

※カードゲームは、小学校中学年から中学校まで活用できます。 

消費者として必要な力の 

「批判的思考」 

「意思決定」を育てます。 
 



  １．       物や金銭の使い方と買い物 題 材 

２．題材の目標 

〇身近な生活にある消費の学習を通して、物やお金の大切さに気付き、目的に合った物の選び方や 

環境に配慮した選び方について考え、これからの生活にどのように生かしていくか考えることができる 

（思考力・判断力・表現力）                                                                       

〇身近な生活で扱う金銭（収入）は、家族が働いて得ているもので限りがあることが分かり、有効に使う

ための物の選び方や購入に必要な情報の収集・整理ができる      （知識・理解・技能）                                 

〇家族の一員として身近な消費生活と環境をよりよく工夫していこうとする 

（学びに向かう力・人間性等） 

３．題材について 

新学習指導要領では、小学校に「買い物の仕組み」や「消費者の役割」を新設し、中・高等学校で学ぶ 

「契約の仕組み」や「消費者の基本的な権利と責任」「消費者被害の背景とその対応」の学習内容との系

統性を図りました。これは、小学校を「自立した消費者としての基礎を培う段階」に位置付けて消費者教育

の一層の充実を目指したからです。また、自立した消費者として、これまで同様に環境に関する学習との

関連も図っています。自分の生活が身近な環境に与える影響が大きいことに気付かせることで、持続可能

な社会の構築に向けて身の回りの生活と環境との関わりを理解していくことにもつながります。 

「買い物の仕組み」や「消費者の役割」は、買い物の機会が少ない児童の増加や個々の家庭の実情の

違い等があることから、授業が買い物経験の多い児童の発表中心となる傾向にあり、個々の児童の学習

の深まりや広がりに課題が見られました。 

本題材では、個々の児童の生活の仕方や経験の違いを可能な限り揃えるために、題材の１時間目に 

「１週間１万円生活！」のカードゲームをさせます。ゲームを通して、買い物が多岐にわたることや、買い物

は家族の必要（Needs）や欲求（Wants）で意思決定して選択していることに気付かせます。 

次に、毎日している買い物が「契約」であることを学びます。児童にとって身近な買い物ですが、それが

「契約」であることを意識してはいません。ですから、商品購入後でも簡単にキャンセルできるとか店が交換

してくれることが当然であると考えています。買い物が「契約」であることをまったく意識していないのです。 

ここでは、買い物の手順を振り返ることで、「契約」の瞬間を明らかにします。消費者の申し出と店の承諾

の瞬間が「契約」であることをしっかりと学ばせます。その後、生活の中から「契約」探しをさせます。 

３時間目には、生活上必要なものや欲しい（欲求）ものは、複数の中から選択できること、選ぶ際には比

較したり情報を集めていくことが重要であると気付かせます。消費者として必要な力である「批判的思考」

や「意思決定」について学びます。 

私たちの日常は意思決定の連続です。児童もこれまで、児童なりの意思決定をして生活や学習をして

いますが、意識的にしていることは多くないはずです。「意思決定」を自覚させること、その決定は「批判的

な思考（複数の情報を比べる）」であることに気付かせていくために、「お米」・「筆箱」・「ハム」を取り上げて

います。家庭科の年間指導計画や児童の実態に応じて、３つから一つを選んで学習させてください。 



 

  

４．本題材の指導で使用する教材 ※千葉市消費生活センターHPからダウンロードできます。 

１時間目 

・ゲーム用カード３種類 ①買わなきゃ！！カード ②どうしようかな？カード ③アクシデント！？ 

カード 

・児童用ワークノート「１週間１万円生活！～１万円で足りるかな～」（Ａ３サイズ 表）と 

「ルールの説明」（裏） 

・「ルールの説明」掲示用 

 

２時間目 

・「買い物で「契約」の瞬間はいつでしょうか」パン屋での買い物 掲示用１～７ 

・「買い物で「契約」の瞬間はいつでしょうか」スーパーマーケットでの買い物 掲示用１～７ 

・児童用ワークノート「「買い物」って何！」（Ａ４サイズ） 

・「パン屋での買い物（カードゲームの中の１枚）」掲示用 

・「買い物って…?!」掲示用 

 

３時間目 

・事例①「お米の購入！」４種類の米とその表示 掲示用 

児童用ワークノート「お米を購入！」（Ａ４サイズ） 

「お米（カードゲームの中の１枚）」掲示用 

・事例②「筆箱の購入！」４種類の筆箱とその表示 掲示用 

         児童用ワークノート「筆箱を購入！」（Ａ４サイズ） 

       「筆箱（カードゲームの中の１枚）」掲示用 

・事例③「ハムを購入！」 ３種類のハム 掲示用 

児童用ワークノート「ハムを購入！」（Ａ４サイズ） 

紙芝居「やまとくんのお買い物（３場面）」導入・掲示用 

・事例①～③共通 「賞味期限」と「消費期限」掲示用 

「マークや品質表示の例」掲示用 

「現金以外の支払い方法」掲示用 

時 小 題 材 学 習 内 容 

１ カードゲーム 

「１週間１万円生活！」 

（物や金銭の大切さ） 

事例①個々に意思決定 

事例②家族で相談して 

意思決定 

・４名１グループでカードゲームをする 

・ゲームで気付いたことを個々に記述する 

・グループやクラス全体で気付いたことや 

考えたことを共有する 

２ 買い物の仕組み 

（売買契約の基礎） 

 

「買い物」って何！ ・買い物における「契約」の瞬間を考える 

・私たちの生活の中にある「契約」を探す 

３ 身近な物の選び方 

（消費者の役割） 

事例①「お米」を購入 

事例②「筆箱」を購入 

事例③「ハム」を購入 

・身近な物を購入するときの比較・検討の

仕方を考える 

・購入に必要な様々な視点の情報を整

理して、選択し理由を記述する 

・グループやクラス全体で気付いたことや

考えたことを共有する 

 

５．指導計画（３時間扱い） 



  ６．本指導資料を使用した指導 

１時間目 カードゲーム「１週間１万円生活！」で「物」や「金銭」の大切さに気付く 

事例① ４人編成グループで児童が個々にカードを選び意思決定する  

 

①目標 

・物や金銭が自分と家族の生活を支えていることや、金銭は家族が働くことで得た限りあるものであること 

に気付く 

・自分を含めた家族の生活は、必ず必要な物もあるが、いくつかの選択肢から選んだり、今はやめるなど 

自分や家族で決めたりしていくことのできる物やことに分けられる 

 

②事前に用意する教材・資料 

・ゲーム用カード３種類「①買わなきゃ！！カード」「②どうしようかな？カード」「③アクシデント！？カード」 

（両面印刷）各グループに１セット 

・児童用ワークノート「１週間１万円生活！～１万円で足りるかな～」「ルールの説明」（Ａ３サイズ両面印刷） 

児童数分 

・「ルールの説明」拡大コピーして黒板に掲示  ・サイコロ  ・のり又はセロテープ 

ゲーム用カード３種類①②③（両面印刷） 

①買わなきゃ！！カード ②どうしようかな？カード ③アクシデント！？カード 

児童用ワークノート（両面印刷） ルールの説明（拡大印刷） 



  
③展開 

教師（発問） 児童（応答） 

１週間を振り返ってみましょう。 

お金は、使ってはいけないもの

でしょうか。 

お金を残したほうが勝ちなので

しょうか。考えてみましょう。 

勝ちなのでしょうか。 

我慢するだけではなく、お金

を上手に使って、自分にとっ

てよりよい生活ができるように

なるといいですね。お金の使

い方をよく考えて、もう一度ゲ

ームをしてみましょう（時間が

あれば・・・・）。 

Ａ：あの時、高いお米を選ばなければ

ゲームに勝てた。パンもやめておけ

ば、プレゼントも買えた。後に何があ

るか分かれば我慢もできる。 

Ｂ：誕生日が楽しくなる、ゲームを買う

と友達と楽しく遊べる、ということも生

活では大事かもしれない。家族への

プレゼントなしも寂しい。 

Ｃ：週の前半はよく考えて、買うか、買

わないか決める。足らなくならない

ように考えるけど我慢ばかりだと寂し

い。 

私達は、店に行っていろいろなも

のをお金と交換して手に入れてい

ますね。では、グループ毎に「１週

間１万円生活！」のゲームで買い

物をしましょう。 

Ａ：野菜や果物、肉や魚、お菓子、 

ジュース、米、パン、たくさんのものを

買っている。 

Ｂ：食べ物だけでなく、洗剤や犬のえさも

買っているよ。 

Ｃ：毎日？２～３日おきに行くかな。 

  週に１回の時もある。 

ゲームを通して感じたことや考

えたことをワークノートに書きま

しょう。 
Ａ：やった！余裕で暮らせた。無駄に

気を付けたよ。お金は多く残った。 

Ｂ：お金を使いたくなかったのにアク

シデントがいっぱいあったので大

変。足らなくてマイナスだ。 

Ｃ：お金を使わないようにしたかった

けど、買わなければならないものも

あった。 

Ａ：記念の物は思い出になるから買いた

いので前もってお金を貯めておく？ 

Ｂ：家族と買い物によく行くけど、いろいろ

なことを考えて買っていると思った。

高くていいものだって言われても食べ

物ばかりにお金を使えない。 

Ｃ：アクシデントカードが一番困る。だって

何が起こるか分からないし、いくらか

かるかも分からない。インフルエンザ

で病院に行ったのもアクシデントだ。だ

から貯金しているのかな？ 

ゲームをして気付いたことや考え

たことをみんなで共有しましょう。 

家族に取材してみましょう。 

今日の学習では、アクシデントカードにずいぶん困

ったね。お金（給料）の使い方で工夫していることを

家族に取材してきましょう。 

私達は、どんな時にスーパーマーケットを利

用していますか。 

何だか楽しそうなゲームだ。 

Ａ：僕が学校からの集金袋を渡すと家族がすぐにお金を入れて

くれるけど、もうすぐ集金があるぞと予想していた感じだ。 

Ｂ：社会科見学に行くと集金がもうすぐあるって考えて家族は準

備すると言っていた。買い物を工夫してお金を残しているの

かも？ 

 

学習した結果を活用させましょう。 



  １時間目 カードゲーム「１週間１万円生活！」で「物」や「金銭」の大切さに気付く 

事例② ４人編成グループで役割分担して家族で相談して意思決定する  

 

①目標 

・物や金銭が自分と家族の生活を支えていることや、金銭は家族が働くことで得た限りあるものであること 

に気付く 

・自分を含めた家族の生活には、必ず必要な物（Needs）と、その必要な物もいくつかの選択肢から選べ

ること、欲しいの欲求（Wants）では、今はやめるなど自分や家族で決める物もあることが分かり、相談を

通して家族が使い方を工夫していることに気付く 

②事前に用意する教材・資料 

・ゲーム用カード３種類「①買わなきゃ！！カード」「②どうしようかな？カード」「③アクシデント！？カード」 

（両面印刷）各グループに１セット 

・児童用ワークノート「１週間１万円生活！～１万円で足りるかな～」「ルールの説明」（Ａ３サイズ両面印刷） 

児童数分 

・「ルールの説明」拡大コピーして黒板に掲示  ・サイコロ  ・のり又はセロテープ 

ゲーム用カード３種類①②③（両面印刷） 

①買わなきゃ！！カード ②どうしようかな？カード ③アクシデント！？カード 

児童用ワークノート（両面印刷） ルールの説明（拡大印刷） 



③展開 

教師（発問） 児童（応答） 

僕が妹の役をするよ。 

アクシデントカードが一番困る。だって何が起こ

るか分からないし、いくらかかるかも分からない。

インフルエンザで病院に行ったのもアクシデント

だ。だから、貯金しているのかな？ 

家族で相談するのは大変だけど、みんなで話し合

って決めると家族の一員って感じ。親はけっこうい

ろいろ考えてお金を使っているかもしれない。 

 

Ａ：野菜や果物、肉や魚、お菓子、 

ジュース、米、パン、たくさんのものを 

買っている。 

Ｂ：食べ物だけでなく、洗剤や犬のえさも

買っているよ。 

Ｃ：毎日？２～３日おきに行くかな。 

  週に１回の時もある。 

どんな時にスーパーマーケットを利用して 

いますか。 

私達は、店に行っていろいろなも

のをお金と交換して手に入れてい

ますね。では、グループ毎に家族

になって「１週間１万円生活！」ゲ

ームで買い物体験をしましょう。 

４人１家族で、役割を分担しましょう。 

 

私がお父さん役になる。 

カードを引いて、買うか買わない

か、何を買うかは、４人の家族で相

談して決めましょう。 

ちょっと甘いものが食べたいカード

だ。みんなどうする？ 

妹：2,000円のケーキが食べたい。 

母：買わないにしよう。０円だね。   

父：700円のドーナツにしたら？ 

 

１週間を振り返ってみましょう。家族

で話し合ってどうするか決めたけど、

どうだった？ 

。 Ａ:あの時、ケーキじゃなくて 700

円のドーナツにすればよかった。

でも何も買わなかったらお金が 

もっと残ったのに。            

Ｂ：でも、家族だったら子供が喜ぶ

と嬉しいから、ケーキを買いたい

よね。だからと言って子供の欲し

いものを全部聞くのは無理だよ。 

役割分担をしてゲームをし

て考えたことはどのようなこ

とですか。 

Ａ：家族と買い物によく行くけど、

いろいろなことを考えて買って

いると思った。高くてもおいし

いと言われても食べ物ばかり

にお金を使えない。 

Ｂ：アクシデントって毎日の生活

の中に結構あるかもしれな

い。この間、ぼくの家でも・・・

があって大変だった。その時、

お金がすごく高かったけど、ど

こから出したのかな？ 

Ｃ：お母さんが好き勝手に使って

いると思っていたよ。 

 

自分にとって今必要な物はなんですか？ 

アクシデントで困ったことがあった時にどう解決し

ましたか？ワークノートに書いてきましょう。家族に

取材してもいいですよ。 
学習した結果を活用させましょう。 



  

①目標 

・日常行っている買い物が「売買契約」であることが分かり、身近な生活の中から「契約」の瞬間を見つけ 

ることができる 

・「売買契約」の成立、お金を払う義務や品物を渡す義務、一方的な理由で返却できない等、買い物の

仕組みをノートに書ける 

・自分の生活経験と「契約」を結び付けて考え、その事例をグループや学級全員で共有しようとしている 

②事前に用意する教材・資料 

・「買い物で「契約」の瞬間はいつでしょうか」パン屋での買い物 掲示用１～７ 

・「買い物で「契約」の瞬間はいつでしょうか」スーパーマーケットでの買い物 掲示用１～７ 

・児童用ワークノート「「買い物」って何！」（Ａ４サイズ）児童数分 

・「新しいパン屋さんが・・・（カードゲームの中の１枚）」掲示用 

・「買い物って…?!」掲示用 

２時間目 買い物の仕組み「売買契約」の基礎 

買い物が「契約」であることが分かり、児童の身近な生活の中から「契約」を見つける 

ワークノート 掲示資料「パン屋での買い物」７枚 

掲示資料「スーパーマーケットでの買い物」７枚 

掲
示
資
料
「買
い
物
っ
て
・・・⁈

」 

掲
示
資
料
「新
し
い
パ
ン
屋
さ
ん
が
・・・」

（カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
） 



  

  買い物の中で「契約」の瞬間は、いつ？ 

バスや電車も「契約」！「乗せてください」  

「はい、どうぞ」だ。 

教師（発問） 児童（応答） 

③展開 

買い物の順①～⑦の中に契約をした

瞬間があります。どこか番号を選んで

〇をして選んだ理由を書きましょう。 

Ａ：じゃあ買い物のたびに「契約」している 

の？ 

Ｂ：毎日誰でもしているの？ 

Ａ：お金を払った時、私が品物を受け取

るし、店はお金をもらうから・・・・ 

Ｂ：店を出た時だよ。理由は・・・・・ 

Ｃ：店に入って品物をかごに入れたとき。 

理由は・・・・・・・・ 

家族に「それは『契約』だよ！」と生活の中から契約

の瞬間を５つ以上教えて、ワークノートにメモしよう。 

Ａ：新しく発売される予定のゲームをお

店に予約したけど、これはいつから契

約なの？キャンセルできたけど・・・ 

Ｂ：キャンセルできたのは、お店がいいよ

と言ったからじゃない？ 

Ｃ：キャンセルは店の人が「かしこまりま

した」と言ったからだよ。 

塾に行きますと言って、塾の先生が「は

いどうぞ」と言ったら「契約」！じゃあ、あ

なたはだめです、となったら「契約」じゃ

ない？ 

びっくりだね。そこで、みんな

の最近した「契約」探しをし

ます。ワークノートに書いて

発表します。 

契約の瞬間は、消費者が③の「これく

ださい」と言って、店が④の「かしこま

りました」と言ったときです。消費者が

買うと申し出て、店が合意（OK!）した

時です。 

Ａ：オープンしたてのパン屋でパンを買う

かどうかというカードだったね。私は買

うのをやめたわ。新しいからといって

おいしいかどうか分からない。 

 Ｂ：僕は買ったよ！お金があったし、食

べてみないとおいしいか分からない

よ。 

  

スーパーマーケットやコン

ビニエンスストアで買い物

をしたことがありますか。ど

こで何をどのように購入し

た（買った）かノートに書き

ましょう。 

 

Ａ：①お店に入る→②買い物かごを持つ→

③品物をカートに入れる→④レジに並ぶ

→⑤かごをレジに置く→⑥お金を払う→

⑦かごを戻して店を出る・・・・かな？ 買い物の順を発表してください。 

（買い物の図７枚を掲示する（パン屋

の買い物の図でもよい）。） 
Ａ：子供でも買い物をしているってこと

は、契約しているってことか！ 

Ｂ：契約って大人がすることだと思っ 

た。 

ゲームのカード「どうしようかな？」カードの

中にパン屋のカードがありましたね。 

買い物に行くみなさんは「消費者」と言います。消費

者が店で買い物することは「売買契約」と言います。

買い物は契約です。 

学習した結果を活用させましょう。 

最後に「契約」とは何か自分の言葉でまとめます。 



  

②事前に用意する教材・資料 

・４種類の米とその表示 掲示用 

・児童用ワークノート「お米を購入！」（Ａ４サイズ）児童数分 

・「お米がなくなった！！（カードゲームの中の１枚）掲示用 

３時間目   身近な物の選び方「消費者の役割」 

事例①「お米」を購入 
カードゲームの中の１枚である「米の購入」を取り上げ、４種類の米の比較を通して消費者としての「批判

的な思考」の基礎的な力を育てます 

 

①目標 

・「米」の値段や分量、品質、産地など選ぶ際の観点や、目的に合った品質のよい物を選ぶために食品

に付いている日付などの簡単な表示やマークを確認する必要があることが分かる 

・購入するために必要な情報の収集・整理ができ、値段や分量、品質など多様な観点から比較し検討で 

きる 

ワークノート 掲示資料「４種類の米とその表示」 

掲示資料「お米がなくなった!!」（カードゲーム） 

児童の実態に応じて掲示 

・「賞味期限」と「消費期限」 

・「マークや品質表示の例」 

・「現金以外の支払い方法」 



  
③展開 

わが家だったら、どの「お米」を選びますか。 

①コンクールで表彰された米 
②外国から輸入された米 
③無農薬の米 
④千葉県産の米 
分量が同じでも値段が違うぞ！ 

教師（発問） 児童（応答） 

ゲームの中にどれを買うか選べるカードがあり
ました。「お米」カードです。どんな情報が書い
てありましたか。 「お米」の値段と分量、種類、生産した

年・・・ 
どこで作られたか。生産地とも言う。 
家では、いつも同じ名前のついた米を買
っている。 
 

「米」を選ぶ時にはどんなことに気を
付けたり考えたりするとよいか、みんな
で話し合います。 Ａ：わが家はお弁当を持っていく人が多

いのでたくさんの米を食べる。一番安
い米にする。 

Ｂ：家は、表彰された米にする。毎日食
べるから「おいしい米」がいい。高くても
無駄にしないで食べればいい。商品に
は表示がある・・・・・・ 

Ｃ：地域で生産されている商品を大事に
するという考え方があるのを初めて知
った。大切だ。安いからとたくさん買っ
ても無駄になることがある・・・ 

 

学習を振り返ります。「米を購
入する」の学習で考えたことや
気付いたことをワークノートに書
きなさい。 

今日は「米」を選びました。「米」を選ぶ学習を生かして「筆箱」を選ぶとき、どんなことを考え
たり、気を付けたりして選ぶかワークノートに書きましょう。 
※児童の実態に応じて、商品を変更して記述させてください。米選びの学習を通して学んだ
ことを活用した記述ができるとよいです。 

学習した結果を活用させましょう。 

商品「米」は４種類です。まず自分一人で

わが家だったらどうするか、ノートに商品の

情報を整理して書き、比較して選びま

す。そして、選んだ理由もノートに書きまし

ょう。 

商品の分量は比べやすくするために５ｋｇ

にしています。袋の表示には値段以外に

どのようなことが書かれていましたか。 

 

グループ毎にどの米を選んだかを発表しま
す。選んだ理由を友達と比べて気が付いた
ことや考えたことをノートに書き加えます。 

「商品の表示」って知ってい
る？みんなが発表してくれた、
いつまで食べられるか、などが
そうですね。 

実際にみなさんが米を選ぶとします。

値段と分量だけで選びますか。 

今日は、「お米」に関する商品を取り上

げてどのようなことを考えて選べばよい

か学習します。 

「名称」って呼び方かな。「原料玄米」って
ある。原料ってことかな。「内容量」って分
量のことだね。「産地」や「品種」「産年」
「精米年月日」がある。○○さんの言って
いた「しろピッカリ」って品種のこと？ 

 



  

②事前に用意する教材・資料 

①目標 

・「筆箱」の値段や容量、品質、産地などの選ぶ際の観点、目的に合った品質のよい物を選ぶためには、

タグなどに示された簡単な表示やマークを確認する必要があることが分かる 

・購入するために必要な情報の収集・整理ができ、値段や容量、品質など多様な観点から比較し検討で 

きる。 

・４種類の筆箱とその表示 掲示用 

※４種類の筆箱の実物があれば写真等を掲示資料に貼り付けて 

作成してもよい 

・児童用ワークノート「筆箱を購入！」（Ａ４サイズ）児童数分 

・ゲームの「買わなきゃ！！カード 筆箱」掲示用 

３時間目  身近な物の選び方「消費者の役割」 

事例②「筆箱」を購入！ 
児童にとって身近な「筆箱の購入」を取り上げ、４種類の筆箱の比較を通して消費者としての「批判的な

思考」の基礎的な力を育てます 

 

 

 

事例②「筆箱」を購入 

ワークノート 掲示資料「４種類の筆箱とその表示」 

掲示資料「筆箱が壊れた!」（カードゲーム） 

児童の実態に応じて掲示 

・「賞味期限」と「消費期限」 

・「マークや品質表示の例」 

・「現金以外の支払い方法」 



  

Ａ:筆箱の値段とどのくらいの鉛筆を入

れられるかの大きさが書いてありま

した。 

Ｂ:見た目も大事！かわいいのやかっこ

いいのにしたいな。流行かな？ 

Ｃ:使いやすさや教科書と一緒にランド

セルに入るかも大事だ。 

 

 

③展開 

教師（発問） 児童（応答） 

１週間１万円生活では、どれを買

うのか選べるカードがありまし

た。例えば筆箱です。このカード

には、どのような情報が書いてあ

ったでしょうか。 

みんなで気付いたことや考え

たことを話し合いましょう。 

  どんなことに気を付けて筆箱を選べばよいのだろうか。 

たくさん量の入る筆箱がいいよ。理

由は、お手頃価格だし、使う場面に

よって内容量を変えられるから便利

だよ。 

人によって選ぶ筆箱や理由が違う。

その人がペンを何本入れたいかによ

って違うし、量ではなくて見た目が

大事と言う場合もある。 

何を大事にして選ぶか決めるために

は、表にするとよく分かる。 

実際に自分が筆箱を選ぶ時には、値 

段や大きさで決めますか。 

筆箱は、この４種類を比べて選びま

す。これは、カードに書かれていた

筆箱を詳しく説明したものです。ど

のような違いがあるのでしょうか。

調べてみましょう。 

自分だったらどの筆箱を選びます

か。理由も書きましょう。 

 

Ａ:100 円ショップの筆箱にする。値

段が安いから、他の物にもっとお金

をかけられるし、安いから壊れたり

失くしたりしてもまた買えばいい。 

Ｂ:縦置き型の筆箱にするよ。毎日使

うものだし、値段は少し高いけれど

便利そうだ。 

Ｃ:軽いのがいいよ。値段もお財布に

やさしいよ。 

どれを選ぶか発表します 

①立てーる 

②小学生用 

③たっぷーり 

④カルーイ！  

グループで自分の考えを発表し

て周りの人の考えと比べ、気付

いたことや考えたことを書きま

しょう。 

選び方は複数あることを知りまし

た。でも、自分の置かれている状況

や限られたお金の中で何を選べば良

いのかを考えることが大切だという

ことに気付きました。 

今日の学習を振り返って、

気付いたこと考えたことを

ワークノートに書きましょ

う。 

今日は「筆箱」を選びました。「筆箱」を選ぶ学習を生かして「ハム」を選ぶとき、どんなことを考えた

り、気を付けたりして選ぶかワークノートに書きましょう。 

今日は、筆箱を例にして、物を選ぶときに

どんなことに気を付けるか学習します。 

学習した結果を活用させましょう。 

「商品の表示」って知ってい
る？ 筆箱にも商品の表示があ
ったね。 



  

①目標 

②事前に用意する教材・資料 

・「ハム」の値段や量、製造日や賞味期限などの選ぶ際の観点、目的に合ったよい物を選ぶためには、表 

示やマークを確認する必要があることが分かる 

・購入するために必要な情報の収集・整理ができ、値段や容量、品質など多様な観点から比較し検討で 

きる 

 

・３種類のハムとその表示 掲示用 

・児童用ワークノート「ハムを購入！」（Ａ４サイズ）児童数分 

・紙芝居「やまとくんのお買い物（３場面）」導入・掲示用 

※３時間目のワークノート等を参考に、調理実習で扱う食材（牛乳・卵・ 

ジャガイモ・ほうれん草等）をテーマとした教材を別途作成し使用すると、 

より深い学びにつなげることができます 

 

３時間目  身近な物の選び方「消費者の役割」 

事例③「ハム」を購入！ 
児童にとって身近であると共に「調理実習」でも扱う「ハムの購入」を取り上げ、３種類のハムの比較を通し

て消費者としての「批判的な思考」の基礎的な力を育てます 

 

 

 

事例②「筆箱」を購入 

ワークノート 掲示資料「３種類のハムとその表示」 

導入・掲示資料（紙芝居３場面） 

児童の実態に応じて掲示 

・「賞味期限」と「消費期限」 

・「マークや品質表示の例」 

・「現金以外の支払い方法」 



  

あなたならどのハムを選びますか。

ハムに書いてある情報を整理し、ど

のハムを選ぶかを決めて、決めた理

由をノートに書きましょう。 

Ｂ:ハムの種類がたくさんあるか

ら、何を選べばいいか分からな

くて困っているのではないか

な。 

③展開 

教師（発問） 児童（応答） 

やまとくんは、サンドイッチを作る

材料の買い物にきました。 

どのハムを選んだか、その理由は何か

をグループ内で紹介して、自分の考え

と周りの人の考えを比べて、ハム選び

で気を付けることや考えることを話し

合います。 

 どの「ハム」を選びますか。 

グループで話し合う中で自分とは違う

考え方がありましたか。発表しましょ

う。 

Ａ:Ａだね。値段が安いハム。財布

にやさしいのがいい。家族に買

い物を頼まれた時、「安いのがい

い！」と言われる。 

Ｂ:わが家は高くてもおいしいのが

いいと話す。長持ちするための

添加物が少ないからだって。体

にはいいらしい。 

Ｃ:Ｃだよ。一袋にまとまっていて

ごみが出ない。サンドイッチに

たくさんはさめば残らない。 

 

Ａ:もうすぐ食べられなくなるハム
を買って食べれば店は捨てなく
て済む。食品ロスを給食で勉強
したよ。 

Ｂ:何かを選ぶとき、ビニールごみ
の量なんて考えたことがなかっ
た。ごみを出さないことは 4 年
で学習したのに。 

Ｃ:値段ばかり気にしていたけど、
ごみのことを考える人がいた
り、賞味期限や消費期限の近い
ものを安く買う人がいたり、ハ
ムの食品ロスを少なくするなん
て発表した人もいてびっくり。 

買い物メモには、ハム１袋と書いて

あるのですがハム売り場で困ってい

ます。 

Ａ:どうしてやまとくんは困ってい

るの？ 

選び方はいろいろ。それぞれに理由を持って決めてい
た。自分の家族の人数や食べる量、限られたお金の中
で何を選べば良いのかを考えることが大切だ。買い物
は契約だから買う前によく考えること。交換は簡単じ
ゃない。 
 

今日は「ハム」を選びました。「ハム」を選ぶ学習を生かして「筆箱」を選ぶとき、どんなことを考えたり、気
を付けたりして選ぶかワークノートに書きましょう。 

今日の学習を振り返っ
て、気付いたこと考え
たことをワークノート
に書きましょう。 

学習した結果を活用させましょう。 

「商品の表示」って知って
いる？みんなが発表して
くれた、いつまで食べられ
るか、などがそうですね。 



 「消費者教育の推進に関する法律」と学習指導要領 

小学校５年生家庭科「内容Ｃ 消費生活・環境」は、（１）「物や金銭の使い方と買い物」、（２）「環境に配慮した

生活」の２項目で構成され、「消費者教育」の内容を体系的・系統的に学習させるようになりました。そこで、新設 

された内容や「批判的思考」・「意思決定」の基礎的な力を育むことを目的に、平成２０年度発行の教材の改訂版

を作成しました。本教材の「解説書・掲示資料・ゲームカード・ワークノート」等は、千葉市消費生活センターのＨＰか

らダウンロードできます。  

作成協力者 

千葉市立あやめ台小学校  教諭 宇佐美 亜紀子 

千葉大学教育学部附属小学校 教官  西村 美香 

※３時間目の「例③ハムを選ぶ」の指導資料及び指導事例は、平成２５年千葉市消費者教育推進ワーキング  

グループで作成した教材から引用しています。 

※参考文献：６歳からのマネーレッスン（羽田野博子／フィールドワイ出版） 

 

 

 

消費者教育推進法は、消費者教育を総合的・一体的に推進することを目指して、閣議決定後の平成 24年

12月に施行されています。消費者をめぐる状況は厳しく、消費生活と経済社会との関わりが、グローバル化、高度

情報化の進展等により多様化・複雑化していること、地域・家族のつながりが弱まってきていること等から消費者被

害も多様化・深刻化していることも踏まえて施行されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「消費者教育」でも「学習指導要領」でも「見て」、「聞いて」、「読んで」自ら調べ、「学ぶ」ことで「気付く」や、知識と

して学んだことを自らの生活に活かし、「見せて」、「話して」、「書いて」他人に伝えることで社会をたくましく生きる実

践的な能力（生きる力）を育むことが期待されています。 

 消費者が、どこに住んでいても消費者教育が受けられるよう、身近な場で教育

を受ける機会や学び合う機会が提供されることが重要となる。このため、地域で

の新たな担い手、自らの活動が消費者教育の活動となっていることを自覚せず実

践している担い手を含めて、各主体の連携を図り、取組を促進するため、地方公

共団体において国の関係行政機関との連携を図りつつ、地域の実情にあわせた

自主的な施策を講ずることが求められている。 

 こうした諸課題を解消するため、今後は、この基本方針に基づき、国及び地方

公共団体を始め、消費者、事業者、地域の多様な主体が知恵を出し、能力を活用

しつつ総力を結集して、自立し、かつ消費者市民社会の形成に寄与する消費者を

育むことを目指すこととする。 

 

 

 

消費者教育推進法の対象は？：幼児から高齢者までのすべての国民 

だれが教育を推進する？：学校だけでなく行政、ＮＰＯ等々が連携・協働で推進 

消 費 者 教 育 は ？：知識を一方的に与えることではなく、日常生活の中での実践的 

な能力を育む。個々の消費者力だけでなく、社会全体の消費者 

力の向上も目指す。 

学 習 指 導 要 領 で は ？：今回の改訂で「主体的・対話的で深い学び」が示されたが、消 

費者教育においてもアクティブラーニングの視点からの授業展 

開が期待されている。 

教材の活用について 

◆商品・サービスの契約トラブルは◆ 

千葉市消費生活センター 

☏ ０４３－２０７－３０００ （相談専用） 

月曜日～土曜日 ９：００～１６：３０  

※祝日・年末年始は除く 
平成 31 年 3 月作成 

◆この教材に関するお問い合わせ◆ 

千葉市消費生活センター 

消費者教育班 

☏ ０４３－２０７－３６０２ 

令和 ５年３月改訂 


